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学生の声

教室通信



cue：きっかけ、合図、手掛かり、という意味

の他、研究の「究」（きわめる）を意味す

る。さらに　KUEE（Kyoto University

Electrical Engineering）に通じる。
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１．平成10年度の電気電子工学科の学生と大学院修士学生の就職状況は、不況にも関わらず例年どおり

好調でした。

学部卒業生の総数は128名、そのうち106名が大学院修士課程へ進学し、20名が企業に就職しました。

また、修士課程修了し就職した人は電気工学専攻24名、電子物性工学専攻21名、電子通信工学専攻

34名、博士後期課程進学者は11名でした。就職先はユーザ、製造メーカなど多岐にわたり今年度特

に従来と変った傾向はありません。

２．大学院重点化により大学院を充実させるため、各専攻の分野数を増加させた結果、従来一研究室当

り約300平米であった面積が約250平米に減りました。研究環境の息苦しさを感じる結果となってい

ます。

今後、当局の抜本的な対策が期待されるところです。

編集後記

日増しに暑くなり、今年もまた夏が始まりつつあります。さてcueも、はや第３号となり徐々に軌道

にのりつつあります。また今年から、奥村先生を委員長とする新しい編集体勢となりました。今後とも

どうか cue をよろしくお願い申しあげます。 （S.  N.）
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